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食品関連業務従事者を対象とした検便検査においては、まずは、プールした糞便検体で遺
伝子検査を行なった後に陽性となったプールの個別培養で確定する方法が主流となってい
る。しかし、今のところは、その対象はサルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌、赤痢菌の 3属
菌種に限定されており、最大の食中毒原因菌であるカンピロバクターは対象外となってい
る。そこで、我々は、カンピロバクターを対象に加えた 4属菌種同時検出用 PCR/MCA（融
解曲線解析）キットの開発を行い、プール糞便検体での実地評価を行った。その結果、１）
非特異的なピークを形成し難く、各菌属種が 10 個程度/反応液の検出感度で、かつ特異的な
Tm ピークを形成するプライマーの設計と反応系の構築ができた。２）10,000 検体を 50 検
体ずつプールした検体（50検体×200 プール）を用いてスクリーニングした結果、各 PCR陽
性率は、腸管出血性大腸菌で 1.5%（3/200）、サルモネラ属菌/赤痢菌で 5.0%（10/200）、カン
ピロバクターで 7.5%（15/200）となり、カンピロバクターの検出率が最大となった。３）最
終的な培養法でも、サルモネラ属菌とカンピロバクターが各 3 検体ずつ陽性として検出さ
れ、10,000検体からの最終陽性率は共に 0.03%であった。今回の結果から、検便検査におけ
るカンピロバクター検査の必要性が強く示唆されたものと考えている。 
[本研究成果は、(株)日本食品エコロジー研究所との産学連携事業によるものである。] 
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